
2月20日(木) 10：30～12：00

場所：医学キャンパス G棟2階 セミナー室B
（場所が変更となりました！ご注意下さい）

このショートコースでは、ハーバード大学の荻野教授が

提唱されている新たな学際的研究分野である分子病理疫学
(Molecular Pathological Epidemiology)について紹介します。

荻野教授は、従来の疫学および病理学を、分子生物学およ
び生物統計学的手法を駆使して統合した分子病理疫学とし
て提唱しておられます。
講義は日本語および英語で行われます。
ふるってご参加下さい。
詳細は下記京大SPHホームページをご覧下さい。
http://sph.med.kyoto-u.ac.jp/news/5321/
参加登録は以下からお願い致します。
https://forms.gle/DKSDKbsEsMGrELYq8

主催：京都大学大学院 SGU国際オフィス
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